
 

○宮古島市火葬場設置及び管理条例施行規則 

平成28年９月30日 

規則第45号 

宮古島市火葬場設置及び管理条例施行規則（平成23年宮古島市規則第４号）

の全部を改正する。 

（趣旨） 

第１条 この規則は、宮古島市火葬場設置及び管理条例（平成28年宮古島市条

例第36号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものと

する。 

（利用許可の申請等） 

第２条 条例第６条の規定により火葬場の利用の許可を受けようとする者（以

下「利用者」という。）は、宮古島市火葬場利用許可申請書（様式第１号）

により市長に申請しなければならない。 

２ 利用者は、次の各号に掲げる場合に応じて、当該各号に定める書類を提示

しなければならない。 

(1) 火葬（死体・死産児） 火葬許可証 

(2) 火葬（改葬遺骨） 改葬許可証 

(3) 火葬（肢体・胞衣物） 医師の診断書 

（利用許可） 

第３条 市長は、前条の申請書が提出されたときは、その内容を審査し、適当

と認めたときは、宮古島市火葬場利用許可証（様式第２号）を利用者に交付

する。 

（使用料の徴収） 

第４条 条例第10条の規定による使用料は、市長の発行する納入通知書をもっ

て納入するものとする。 

（使用料の減免） 

第５条 火葬場の使用料は、次の各号に掲げる場合に応じて、当該各号の定め

により減額し、又は免除する。 

(1) 死亡者（胎児については、その父又は母をいう。以下同じ。）が、死亡

時に生活保護法（昭和25年法律第144号）第11条に規定する保護の被保護者



 

である場合 免除 

(2) 死亡者が、災害対策基本法（昭和36年法律第223号）第２条第１号に規

定する災害が発生した場合又はそれに準ずる災害により死亡した場合 

ア 死亡時に市の住民基本台帳に記録されている者（外国人を含む。以下

「市内」という。） 免除 

イ 市内以外の者 市内の使用料の額に減額 

(3) 死亡者が、行旅病人及行旅死亡人取扱法（明治32年法律第93号）第１条

の適用を受ける死亡者又は老人福祉法（昭和38年法律第133号）第11条第２

項に規定する場合に該当する者である場合 免除 

(4) 利用者が生活保護法第18条による葬祭扶助の対象者である場合 免除 

２ 使用料の減額又は免除を受けようとする者は、宮古島市火葬場使用料減免

申請書（様式第３号）及び宮古島市火葬場利用許可申請書を提出し、市長の

承認を受けなければならない。 

（使用料の還付） 

第６条 市長は、条例第10条第３項ただし書の規定により、使用料を還付する

場合は、次の各号のいずれかに該当するときとする。 

(1) 利用の許可が取り消されたとき。 

(2) 利用者の責めに帰すことができない理由により利用することができな

いとき。 

(3) 利用者が利用開始前において変更を求め、市長がこれを認めたとき。 

２ 使用料の還付を受けようとする者は、宮古島市火葬場使用料還付申請書（様

式第４号）を市長に提出しなければならない。 

（入場の制限） 

第７条 市長は、管理上必要と認めたときは、利用者の入場を拒否し、又は退

場を命ずることができる。 

（指定管理者の申請） 

第８条 条例第15条の規則で定める申請書は、宮古島市火葬場指定管理者指定

申請書（様式第５号）とする。 

２ 条例第15条第１号に規定する事業計画書には、次に掲げる事項を記載しな

ければならない。 



 

(1) 運営管理の基本方針 

(2) 業務運営計画 

(3) 事務管理計画 

(4) 前３号に掲げるもののほか、管理運営に関する計画 

（選定結果の通知） 

第９条 市長は、条例第16条第１項の規定による選定をした場合は、その申請

をした団体等に対し、宮古島市火葬場指定管理者選定結果通知書（様式第６

号）により通知する。 

（指定管理者の指定） 

第10条 市長は、条例第16条第１項の規定により指定管理者を指定したときは、

条例第23条の規定による告示後、速やかに指定管理者に対し、宮古島市火葬

場指定管理者指定書（様式第７号）を交付する。 

（協定の締結） 

第11条 指定管理者は、市長と火葬場に関する協定を締結しなければならない。 

２ 前項の規定による協定は、次に掲げる事項を定めるものとする。 

(1) 指定期間に関する事項 

(2) 事業計画に関する事項 

(3) 事業報告に関する事項 

(4) 市が支払うべき管理費用に関する事項 

(5) 指定の取消し及び管理業務の停止に関する事項 

(6) 管理業務を行うに当たって保有する個人情報の保護に関する事項 

(7) 事故及び損害の賠償に関する事項 

(8) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項 

（指定の取消し等） 

第12条 市長は、条例第21条第１項の規定により指定の取消し又は業務の停止

を命ずるときは、宮古島市火葬場指定管理者指定取消等命令書（様式第８号）

により行う。 

（指定管理者に管理を行わせる場合の読替え） 

第13条 条例第３条の規定により指定管理者に管理を行わせる場合における第

２条から第７条までの規定の適用については、これらの規定中「市長」とあ



 

るのは、「指定管理者」と読み替える。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行前に、この規則による改正前の宮古島市火葬場及び管理条

例施行規則の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、この規則によ

る改正後の宮古島市火葬場及び管理条例施行規則の規定によりなされた処分、

手続その他の行為とみなす。 
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様式第１号（第２条関係） 

様式第２号（第３条関係） 

様式第３号（第５条関係） 

様式第４号（第６条関係） 

様式第５号（第８条関係） 

様式第６号（第９条関係） 

様式第７号（第10条関係） 

様式第８号（第12条関係） 

 


